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NICUに出生後早期から入院する際、入院時の血液検査、それに引き続き
点滴確保を行う。その際に、血液ガス分析は検査項目として必須であ
る。点滴確報の際に血管確保した直後にごく少量の逆行性の静脈血が得
られることがあり、動脈血液ガスに加えて静脈血ガス分析を行い得るこ
とがある。その際、動静脈での格差のあるパラメーターの1つにCOHb値
を認めた。加えて、その格差が呼吸障害の程度により異なることが予想
された。今回後方視的検討により動静脈COHb値の差から呼吸障害の程度
を予測可能かを検討し、臨床研究として論文化して拡声したい。

2015.1.1～2023.12.31までの9年間に当院で出生し、出生後早期にNICU
に入院した児を対象に、その中で、入院時検査として動脈血ガス分析を
測定後、30分以内に点滴確保した際に静脈血ガス分析を行い得た児を抽
出する。患者カルテに保存されている、動静脈血液ガス分析の結果か
ら、COHb、pH、PCO2、乳酸値を確認する。児の在胎週数、出生体重、性
別、主たる病名も同時に確認する。エクセルに患者毎に集積して、呼吸
障害の程度により３群に児を分類した後、統計学的分析を行う。




